

























                                                        
1 たとえば、Ihor Ševčenko, Etudes sur la polémique entre Théodore Métochite et Nicéphore Choumnos 
(Brussels, 1962)や Grégoire Palamas, Défense des saints hésychastes : Introduction, text critique, 
traduction et notes, ed. Jean Meyendorff, 2 vols. (Louvain, 1959). 1922年生まれのシェフチェンコは今年
で 86歳になるが、年末にドイツの出版社 De Gruyterから、続テオファネス年代記の校訂版を出版するらし
い（同社ウェブサイトの情報による）。この書物はCorpus Fontium Historiae Byzantinaeシリーズの 1冊で、










































                                                        
3 Alice-Mary M. Talbot, The Correspondence of Athanasius I Patriarch of Constantinople : Letters to the 
emperor Andronicus II, members of the imperial family, and officials (Washington, D.C., 1975)（以下、
Talbot,The Correspondenceと略）. タルボットはコロンビア大学時代のシェフチェンコの弟子。 
4 Vitalien Laurent, Les Regestes des actes du Patriarcat de Constantinople, vol. 1 : Les actes des 


























                                                        
5 Emmanuel Patedakis, Athanasios I Patriarch of Constantinople (1289-1293, 1303-1309) : A critical 
edition with introduction and commentary of selected unpublished works (D.Phil.Thesis, The University 
of Oxford, 2004). 
6 Byzantine Monks and the Union of Lyons (M.Phil.Thesis, The University of Birmingham, 2004). 
7 この決意は「コンスタンティノープル総主教アタナシオスと末期ビザンツ帝国の危機」と題する博士論文
（京都大学大学院文学研究科、2006年度提出）に結実した。 





た。彼がこれまでに発表した論文は Ἡ διαμάχη του πατριάρχη Αθανασίου Α´ με τον κλήρο της Αγίας 
Σοφίας (1289-1293, 1303-1309) μέσα από ένδεκα ανέκδοτες επιστολές (1306-1307)’, Ελληνικά 56 (2006), 
279-319（聖ソフィア教会聖職者に関係する書簡 11通の校訂テクストを収録）、刊行予定のものは Ὁι 
διαθήκες των πατριαρχών της πρώιμης Παλαιολόγιας περιόδου (1255-1309)’, Θησαυρίσματα 37 (2007), 
1-20; ‘The text behind the text : from the case of a simple quotation to the inspired allusion in the 






























                                                        
9 博士論文の補論 1「アタナシオスの直筆写本は現存するか？」と補論 2「声を救う──アタナシオス書簡集
の起源について」がそれに当たる。拙稿「ガレシオンの修道士アタナシオスとは何者か──パリ・ギリシア

















番（Codex Alexandrinus Graecus 228／以下、アレクサンドリア写本と略）、最後は、アタナシ





















                                                        
12 ゲオルギオス・パキュメレスはパレオロゴス朝初期の代表的知識人の一人。聖職者として大教会（聖ソフ
ィア教会）に勤務するかたわら、学者としても活動し、多分野に及ぶ浩瀚な著作を残した。彼の史書は初期
パレオロゴス朝の基本史料の一つ。初期の主要写本は、ミュンヘン・ギリシャ語写本 442番（Monacensis Gr. 
442）、ヴァティカン・バルベリーニ・ギリシャ語写本 198番（Vaticanus Barberianus Gr. 198）、ヴァティ
カン・バルベリーニ・ギリシャ語写本 203番（Vaticanus Barberianus Gr. 203）の三つ、いずれも 14世紀
中葉に制作された写本である。Georges Pachymérès, Relations historiques, ed. Albert Failler and tr. 
Vitalien Laurent, vol. 1 (Paris, 1984), xxiii-xxvii. 
13 例外はパピルスに書かれた書簡や、皇帝や総主教が修道院等に発行した証書の類。ビザンティンの書簡作
成（エピストログラフィー）は近年、注目を集めている領野の一つである。L’épistolographie et la poésie 







基本的特徴は以下のとおり。筆跡から判断される制作年代は 14 世紀前半。素材は、冒頭の 2 枚
の白紙と 274フォリオを除き、すべて羊皮紙（パーチメント）。大きさは縦 240ミリ、横 161ミ
リ15。合計のフォリオ数は 274。筆跡は 5種。1フォリオ表から 89フォリオ裏までは小さく、整
った筆跡。93フォリオ表から 99フォリオ表までは同じく小ぶりであるが、より角度のある筆跡。
100フォリオ表から 273フォリオ裏まではより大きくボールドな筆跡（3つの異なる筆跡が確認















                                                        
14 Salvatore Lilla, Codices vaticani graeci : codices 2162-2254 (Vatican, 1985), 212-22 (codex 2219). 
15 タルボットは縦23.8センチ、横15.5センチと表記しているが、より最近のリッラの記述を優先した。Talbot, 
The Correspondence, xxxiii; Lilla, op.cit., 212. 
16 Talbot, op.cit., xxiii. ヴァティカン写本を含むサルヴィアティの蔵書については、Annaclara Cataldi 
Palau, ‘La biblioteca del Cardinale Giovanni Salviati : Alcuni nuovi manoscritti greci in biblioteche 
diverse della Vaticana’, Scriptorium 49 (1995), 60-95を参照。 
17 これらの写本は、パリ補遺ギリシャ語写本 516番（Parisinus Suppl. Gr. 516）、ナポリ・ギリシャ語写本
II・B・26番（Neapol. Gr. II B 26）、パリ・ギリシャ語写本 137番（Parisinus Gr. 137）、ヴァティカン・
オットボーニ・ギリシャ語写本 93番（Ottobonianus Gr. 93）。いずれの写本もヴァティカン写本全体の転写
ではなく、一部フォリオにアタナシオスの書簡およびその他の著述（主にネアラ）を含むという形をとる。
15世紀以降に制作されたその他のアタナシオスの書簡写本については、Patedakis, op.cit., 128-33を参照。 
18 枢機卿サルヴィアティと交友のあったスペイン出身のイエズス会士フランシスコ・トーレスは、主教の居
住地問題に関係するアタナシオスの書簡をラテン語訳し、同じ問題を扱った自著に附録として収めた。タル
































                                                        
19 大半は皇帝アンドロニコス 2世宛ての書簡。タルボットが校訂版を刊行したのはこの第一部に当たる。た
だし彼女は以下の 3点の文書を除外している。回覧書（ff. 19r-28r : Laurent, Regestes, no. 1692）、ネアラ
（ff. 50v-52r : Laurent, Regestes, no. 1607）、皇帝への指導書（ff. 62r-66v : Laurent, Regestes, no. 1716）。 
20 Talbot, The Correspondence, xxxvi. 
21 ハルキ島の聖三位一体修道院の蔵書はその後、コンスタンティノープル総主教座の図書室に移転された。
タルボットはハルキ島の蔵書がもともとは、アタナシオスが暮らしたクセロロフォスの修道院の蔵書であっ
た可能性を指摘している。アタナシオスの聖人伝と奇跡譚の詳細については、Alice-Mary Talbot, Faith 
Healing in Late Byzantium : The posthumous miracles of the Patriarch Athanasios I Constantinople by 
Theoktistos the Stoudite (Brookline, Mass., 1983)の序文を参照。 
22 Immaculada Pérez Martín, El patriarca Gregorio de Chipre (ca. 1240-1290) y la trasmisión de los 































                                                        
23 Pérez Martín, op.cit., 328; eadem, ‘El Vaticanus gr. 112 y la evolución de la grafía de Jorge Galesiotes’, 
Scriptorium 49 (1995), 42-59. パテダキスも独自に筆跡を比較し、ペレス・マルティンの主張の妥当性を確
認している。Patedakis, op.cit., 135-7. 
24 Cf. Talbot, The Correspondence, no. 115. 
25 筆者はシンポジウムの報告で、ヴァティカン写本が関係した場について、タルボットのそれともペレス・
マルティンのそれとも異なる、第三の仮説を提起した。 
26 Talbot, The Correspondence, no. 1 (p. 2): ‘✝Τοῦ ὁσίου πατρὸς ἡμῶν Ἀθανασίου πατριάρχου 
Κωνσταντινουπόλεως ἐπιστολαί πρὸς τε τὸν αὐτοκράτορα καὶ πρὸς ἕτερους, πολύν τὸν θείον ζῆλον 
ἐμφαίνουσαι’. 



























































2．アレクサンドリア写本（Codex Alexandrinus Graecus 288） 
 ヴァティカン写本に次いで重要な書簡写本は、アレクサンドリア写本である。この写本は現在、
アレクサンドリア総主教座の図書館に保存されている。写本カタログの作者モスホナスによれば、






                                                        
30 拙稿「ガレシオンの修道士アタナシオスとは何者か」114頁、注 1を参照。 
31 Albert Failler, ‘La première démission du patriarche Athanase (1293) d’après les documents’, Revue 
des Etudes Byzantines 50 (1992), 137-62. 
32 Pachymérès, Relations historiques, VIII, 23 ; Laurent, Regestes, no. 1553. 
33 詳しくは博士論文の補論 2の第 3節を参照。 
34 A.P. Kazhdan et al. eds., The Oxford Dictionary of Byzantium (Oxford, 1991), s.v. ‘Galesiotes, George’ 
(A.-M. Talbot). 
35 Th.D. Moschonas, Καταλόγοι τῆς Πατριαρχικῆς βιβλιοθήκης, vol. 1: Χειρόγραφα(Alexandria, 1945; 
































                                                                                                                                                      
（http://www.greekorthodox-alexandria.org/）を参照。 
36 Talbot, The Correspondence, xli. 
37 Moschonas, op.cit., 185. モスホナスはアタナシオス書簡の最後を 280フォリオ裏と記述しているが、これ
は 231フォリオ裏の誤り。 
38 Ff. 100r-121r ; Patedakis, op.cit., no. 2; Laurent, Regestes, nos. 1737 and 1738. 
39 これはアレクサンドリア写本とヴァティカン写本（本注においてのみそれぞれ A、Vと略）が、書簡の進
行方向を同じくしているということである。例外は、ラウラ修道院宛ての書簡（A: ff. 210r-212v, V : ff. 
252r-255r）の後。突如、ヴァティカン写本第二部の修道士と修道女に宛てられた書簡（A : ff. 212v-216r, V : 






























                                                        
40 Talbot, The Correspondence, xli. 
41 Nikos Bees, Κατάλογος τῶν ἑλληνικῶν χειρογράφων κωδίκων τῆς ἐν Πελοποννήσῳ μονῆς τοῦ Μεγάλου 
Σπηλαίου, vol. 1 (Athens, 1915), no. 62. 
42 Talbot, The Correspondence, xli ; Alison Frantz, ‘A lost manuscript from Megaspelaion’, The Art 
Bulletin, 17 (1935), 397. 






する立場からこの論争に言及している。Gregorios Akindynos, Refutationes duae, ed. Juan Nadal Cañellas 















認しておこう。大きさは縦 194ミリ、横 143ミリ、合計のフォリオ数は 299。写本の末尾近く（292
フォリオ表）にビザンティン暦 6816年（西暦 1307年 9月から 1308年 8月）の 5月 15日の年
代が付されていることから、それは遅くとも 1308年 5月 15日までに制作されたことがわかる。
内容の大半を占めるのは、13世紀の文人修道士ニケフォロス・ブレミデス（1197-1269年頃）の
著述、バシリコス・アンドリアスと呼ばれる君主鑑47（11 フォリオ表から 28 フォリオ裏）およ
び詩篇注解（36フォリオ表から 286フォリオ表）であり、両作品の写字生は同一である48。 
 このシナイ写本に含まれるアタナシオスの唯一の書簡は、ブレミデスの著述の間に現れる（31
フォリオ裏から 32フォリオ裏）。これはアタナシオスが 1297年 9月の破門状発見後に教会会議
に宛てた謝罪の書簡であり、パキュメレスの史書に同じものが引用されている49。シナイ写本に
おいてこの書簡は、その前にある総主教グレゴリオスの辞任状50（1289 年 6 月）、同ヨアネス・
コスマスの辞任状51（1302年 7月）および謝罪状52（1303年 6月 21日）の 3通の書簡とともに
                                                        
45 V.N. Beneševič, Catalogus Codicum manuscriptorum graecorum qui in monastero Sanctae Catharinae 
in Monte Sina asservantur, vol. 1 (St. Petersburg, 1911), no. 28 (42) (pp. 25-7). 
46 Ihor Ševčenko, ‘A new manuscript of Nicephorus Blemmydes’ “Imperial Statue,” and of some 
Patriarchal letters’, Byzantine Studies / Etudes Byzantines 5 (1978), 223-32. 
47 シェフチェンコがシナイ写本に注目したのは、彼が H・フンガーとともに校訂版を用意していたブレミデ
スの君主鑑のテクストがその中に含まれていたためである。シェフチェンコは 11フォリオ裏から 28フォリ
オ裏までの作品がブレミデスの君主鑑であることを発見した。Cf. Herbert Hunger and Ihor Ševčenko, Des 
Nikephoros Blemmydes Βασιλικός Ἀνδριάς und dessen Metaphrase von Georgios Galesiotes und 
Georgios Oinaiotes: Ein weiterer Beitrag zum Verständnis der byzantinischen Schrift-Koine (Vienna, 
1986). 
48 この写字生の筆跡は、Ševčenko, ‘A new manuscript’, plates 1 and 2 (pp. 231-2)を参照。 
49 Pachymérès, Relations historiques, XI, 24 ; Laurent, Regestes, Appendix, no. 2.アタナシオスが皇帝に
も破門が及ぶことを文面で示唆していたことから、1297年の破門状の発見は皇帝と聖職者らに大きな衝撃を
与えた。アタナシオスはこの騒動に対する謝罪および破門の無効性を書簡によって表したのである。 
50 Ff. 29v-30r ; Pachymérès, Relations historiques, VIII, 9 ; Laurent, Regestes, no. 1517. 
51 Ff. 30r-30v ; Pachymérès, Relations historiques, X, 29 ; Laurent, Regestes, no. 1583. 




























                                                                                                                                                      
シェフチェンコとファイェ（Albert Failler, ‘La tradition manuscrite de l’Histoire de Georges Pachymérès 
(Livres VII-XIII)’, Revue des Etudes Byzantines 47 (1989), 91-181, at 174）は同じミスを犯している。す
なわち両者はともにこの書簡を、ヨアネス・コスマスが 1302年の暮れに記した書簡（Laurent, Regestes, no. 
1585）としているが、明らかにこれはヨアネスが 1303年 6月 21日に記した書簡（Laurent, Regestes, no. 
1587）である。ファイェの論文の 177頁の表は、1302年暮れではなく、1303年 6月の書簡に対応している。 
53 Talbot, The Correspondence, no. 2. 
54 シェフチェンコはシナイ写本の書簡テクストとパキュメレスの史書のそれとの関係性について、ファイェ
に書簡で問い合わせたことを明かしている。Ševčenko, ‘A new manuscript’, p. 229, n. 27. Failler, ‘La 
tradition manuscrite’, 177も参照。 
55 アタナシオスの書簡見出しは‘Τοῦ κυροῦ Ἀθανασίου’、邦訳すれば「アタナシオス殿の（書簡）」となる。
他の書簡では名に‘τοῦ πατριάρχου（総主教の）’の語が添えられている。Beneševič, op.cit., p. 26. 
56 この主張は、3番目のヨアネスの書簡が 1302年暮れに書かれたという誤解と関係している。同書簡とアタ













































  ヴァティカン・ギリシャ語写本 2219番、1フォリオ表 
（I. Pérez Martín, El patriarca Gregorio de Chipre (ca. 1240-1290) y la trasmisión de los 
textos clásicos en Bizancio [Madrid, 1996]巻末の図版 13から転載） 
 
